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はじめに
ジオパークとは？
地球科学的に重要な場所や景観が管理され、１つにまとまったエ
リア。「栗駒山麓ジオパーク」は、宮城県栗原市に位置するジオ
パーク。こちらの研究員である原田拓也氏から栗原地域の露頭
についての情報を頂いている。

栗駒山麓ジオパークは、宮城県栗原市に位置す
るジオパーク。こちらのジオ
パークから栗原の露頭についての情報を頂いて
いる。
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調査地域①行者滝下流の露頭

れき②

基質部

れき①

調査内容
①本露頭の成因を推定するため、サンプルを採取し、岩石薄片を作成した。
②採取したサンプルについて、鉱物顕微鏡を用いて構造を観察した。

5万分の1地質図「岩ケ崎」出典：地質図Navi

調査範囲

中新世の日本列島
「日本海拡大」に伴い海底火山活動が活発になる。その後、東北日本が陸になり始め
る。本研究地域には中新世に堆積した凝灰岩が広く分布するが、その年代や詳細な分
布、成因などは不明な点が多い。

調査地域の鉱山
細倉鉱山と大土森鉱山：いずれも鉱床は
熱水鉱床、細倉層中に胚胎
細倉層は広域的にプロピライト変質を受け
ている

調査地域②  細倉鉱山周辺の露頭

基質部

1cm

特徴
全体的に緑がかっている。
無色鉱物が多い。　あああああ
2mm~4mm程度の黒い粒が複数
見られる。
⇒細粒な凝灰岩

れき①

2cm

特徴
斑状組織　　　
輝石類や斜長石などの有
色鉱物
⇒安山岩

れき②

2cm

特徴
全体的に扁平な形状。
内部に岩石片や黒色の
火山ガラスが取り込まれ
ている。
流動した跡のような模様
が見られる。
⇒高温下で溶結した？

  (左)基質部の全体写真  (右)切断した断面　

(左)れき①の切断後の写真(右）薄片の写真

(左)れき②の切断後の写真　(右)岩石薄片にし、鉱物顕微鏡によって観察したれき②(平行ニコル)

考察1
火山の内部でマグマが上昇し、固結する。

⇒れき①が形成

火砕流が、岩石片などを取り込みながら流れる。

火砕流は高温であったため固結したれきの一部が流動

変形⇒れき②が形成

⇒凝灰岩層を形成⇒変質を受け全体が緑色となる。

結論：本露頭は、溶結したれきを伴う火砕流が堆積してできたグリーンタフである。

結論
・本地域においては、複数回にわたって流れ込んだ溶岩流や火砕流が堆
積し、細倉鉱山の影響も受けつつ地質が形成され、それによって凝灰岩
の多様性が生まれた。
・本地域は、火山活動と鉱山の痕跡を同時に観察できるという点で、ジオ
サイトとしての価値を有している。

考察2
調査地域には下部、上部それぞれに凝灰岩が分布している。
下部のもの(①,②)：変質を被っており、大きめの結晶がみられる。
上部のもの(③,④,⑤)：さほど変質を受けておらず、粒子は細かい。
⇒本地域には2度にわたって火砕流が流れ込んだと考えた（上部に流れ込んだものを
火砕流A、下部に流れ込んだものを火砕流Bとする）。火砕流Bは細倉鉱山付近で堆
積後に熱水による変質を受け、火砕流Aはそれより後により大きな規模で堆積したと
考えた。

採取した凝灰岩の構造

採取した安山岩の構造
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調査地域①
「行者滝」

調査地域②
「細倉鉱山周辺」

20万分の1地質図幅
「新庄及び酒田」地質
図Navi（大沢ほか, 
1988）より抜粋。凡例
一部加筆。

研究地域 
（地理院地図HPより抜
粋・加筆）

大石層下部・細倉層下部など

細倉上部・マダゴ層など

本研究に関連する地層
[中新世  前期➖中期]

栗駒山拡大 対応

目的 中新世に堆積した凝灰岩に注目し、その構造の特徴を比較することを通して
栗駒地域における凝灰岩層の成因を解明し、新たなジオサイトとしての価値
を発信する。

栗駒山麓ジオパークビジターセン
ターHPより

細倉層上部 Ht：酸性凝灰岩、凝灰質砂岩、シルト岩
細倉層下部Ha：紫蘇輝石普通輝石安山岩溶岩

A

A’

作成したルートマップおよび断面図A-A’の位置

研磨面　　　　薄片（オープン）　薄片（クロス）

マダゴ層

露頭の位置
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凝灰岩
変質を受けているものもあ
り色やれきのサイズは多様
であった。

安山岩
塊状の安山岩溶岩。

凝灰岩層の露頭の記載と岩石のサンプリングを行い、解析結果
に基づき、その成因について検討する。

細倉鉱山周辺においてルートマップを作成し、サンプリングを行った。凝灰岩層
の構造については岩石薄片を作成し、組織の比較を行う。

研磨面　　　　薄片（オープン　）　薄片（クロス）

まとめ
栗駒地域において、中新世にこの地域に広く堆積した凝灰岩が分布して
いる。行者滝下流の露頭では、溶結したれきを伴う凝灰岩であり、細倉鉱
山周辺においては、下部に溶岩を伴い、上部に厚く凝灰岩が分布してい
る。
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状態にも構造にも違いが見られる
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⬆作成した断面図
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斑状組織であり、輝石がみら
れる。
研磨面の様子からも溶岩流
が堆積してできた安山岩と考
えられる。
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